
服装に関わる確認事項

A.ユニフォームについて
2025年度6人制競技規則（以下；競技規則）4.3.1ジャージ、パンツ、ソックスの色とデザインはチ
ームで統一されていなければならない。および2012年通達「ユニフォームについての基本的な考え」に
沿って、規定しています（別紙１）。
１）袖のないユニフォームは選手の安全性を配慮し禁止とする（2019年度小学生競技規則付則２）。
２）上着はパンツに入れる（2012年年4月1日日小連通達）。
３）番号の色と明るさはジャージと対照的でなければならない（2019年度競技規則4.3.3.1）。
　　同色で違う色での縁取りの番号やグラデーションの番号は不可（別紙２）。
４）チームネームはジャージ（シャツ）の胸部もしくは背部に、JVA-MRSに届け出たチームネームまた
　　はそれを特定できる略称のいずれかを付けなければならない（2019年度競技要項）。
５）ユニフォームには選手番号、チームキャプテン、チームネーム、マニュファクチャーロゴ以外のもの
　　の表示は認められない（2024年度競技要項）。
６）番号は胸部が最小限10cm、背部が最小限15cmの高さ（小学生競技規則第２条-2）。
７）サポーター以外の選手に有利となる可能性のあるものの着用禁止（競技規則4.5.１）。
８）ユニフォームの襟、袖、裾からアンダーウェアーがはみ出してはいけない（2019年度競技要項）。
９）県名は袖に付けることができるがチーム名より小さい（高さが低い）こと（別紙2）。

「同じ色パターン」について
今流行の切替しデザインに対して、同じ色とパターンと言う事です。同じ色（ネイビー、紺...等）なら
問題ありません。製造年による色味の違い、経年劣化（色あせ）によるものが考えられますが、「明
らかに」というものでなければ問題ありません。

「混合チームのユニフォーム」について
令和7年4月5日付け、「男女混合チーム取り扱い確認事項」より
ユニフォームは同じチーム名で男女が異なるユニフォームを着用する。
もしくは男女同一ユニフォームとする。その際、男子・女子のいずれかに識別バンドを着用させる。
なお、識別バンドはチームで用意する。
ソックスの長さやマニュファクチャーロゴでの男女の判別は不可。
識別バンド及びソックスについて、ひと目で判別できるものを着用する。
トスの際に審判と記録員が該当者の全員着用の確認を完了したらプロトコールを開始する。

B.スタッフの服装について
競技規則付則の６および県決勝大会競技上の確認事項より、
「監督、コーチ、マネージャーはマークを必ず左胸につけ、統一した服装で（襟付きのシャツ着用。
　短パン、キュロットは不可。ライン、ロゴ等も統一）ベンチ入りする事。ただし、統一された服装
　であっても、スタッフの数名が脱ぐ場合に下に着るポロシャツ等は統一しなければならない。」
１）襟付きのシャツはパンツに入れる。
２）襟付きのシャツの襟や袖からアンダーウェアーがはみ出してはいけない。
３）小学生がスタッフになる場合Tシャツ・短パンでも良い。
　　但し、他のスタッフと上着とパンツの色に近いものにする。

「防寒着について」（平成29年度新人大会県決勝大会競技上の確認事項5-(2)-①より）
　試合開始時と終了時の挨拶の際は、防寒着を脱いで下さい。
　挨拶の際に脱いでいる物が防寒着で、それ以外の服装は全て統一されている事。

「試合中の通信機器の使用について」（2009年通達；別紙３）
　止むを得ず選手の安全や健康管理上の観点から使用する場合を除き、ベンチにおいて使用を禁止
　します。

山口県小学生バレーボール連盟　　
競技委員長　　　三隅　　隆弘　　

令和7年4月19日
山口県小学生バレーボール連盟の主催試合時における



2012 
ユニホームについての基本的な考え 

 日本小学生バレーボール連盟    
理事長   工藤  憲 
審判委員長 山田 道人 

 
 日本小学生バレーボール連盟の根本の考えは、バレーボールを通して子どもたちの健全育成にあります。 

 全てのことがらがこの子どもたちの健全育成を基に行われており、ユニホームの問題も例外ではありません。 

 ユニホームの問題で具体的に言いますと、子どもたちの安全・安心を確保し、正しい価値観を伝えていくという

考えに立脚しています。 

 

１．「ノースリーブ」のユニホームに関して 

 ノースリーブのユニホームに関して、本連盟では「着用は好ましくない」と伝えております。その理由としては、ま

ず、肌の露出部分を多くすることで擦り傷等の危険が高まります。更に、露出度が多くなることで、これまでも後を

絶たない「盗撮」が増えていくのではないかとの危惧もあります。 

 更に、小学生段階ではノースリーブにすることによりパフォーマンスが著しく向上するとも考えていません。 

 以上のことから、本連盟では「好ましくない」と通達しております。 

 

２．ユニホームの上着をパンツの上に出すことについて 

 このことについては、本連盟では認めておりません。つまり、しっかりとパンツの中に入れるように指導していま

す。 

 理由としては、小学生チームのユニホームは多くがチーム備品であり選手の体にフィットしているものではありま

せん。そのようなユニホームをパンツの外に出してプレイすることは見た目もよくありませんし、パフォーマンスにも

影響することが予想されます。また、体にフィットしているものであると逆にジャンプなどのたびにおへそ等の肌が

露出したりし、ノースリーブの場合と同様のリスクが生じると考えております。 

 

３．背番号等を地の色と対象に 

 このことは、ルールブックに明記されているのですが、近年、デザイン重視なのでしょうかなかなか背番号等が

見えにくいものが多くなってきています。 

 全ての子どもたちや関係する大人がみな同じような視力ではないということです。 

 緑と黄色が識別しにくい子どもたちもいますし、大人は年齢によってその差が大きくなると思います。おしゃれで

はなく、誰もが見やすいユニホームを着用するよう、本連盟では指導しています。 

 

４．その他 

 原則はルールに則って決めていますが、子どもの体を守るサポーター以外の不必要なものを身につけることは

禁止しています。 

 

 以上が小学生連盟としてのユニホームに関しての基本的な考えです。 

三隅 泰子
別紙１



三隅 泰子
別紙２

三隅 泰子





資料 公益財団法人 日本バレーボール協会 競技要項より

Ⅰ -４ 国内競技大会参加チ ームのユニフォ -ムについて

ユニフォーム規程

1. 目的

( l)公益財団法人日本バレーボール協会(以下 JVA)が主催する国内競技大会に参加する

チームのユニフォームや役員の服装についてその詳細を定めることを目的とする。

(2) V リーグ参加チームのユニフォームについては別に定める。また、 JVA と他の団体

が共催する大会で別に定められた規程がある場合は、その規程に従う。

2.ユニフォーム

(l)ユニホーム

① ユニフォームとは、ジャージ(シャツ)、ショーツを指す。６人制においてはソッ

クスもユニホームに含まれる。

② ユニフォームは配色やデザインが統一されていなければならない。 (リベロプレ

ーヤーを除く)

③ チームは、カラーの異なった 2 種類のユニフォーム(ゲームシャツ・パンツ）を

用意することが望ましい。

④ ユニフォームのメインカラー(主たる色)は、概ね 2/3 以上を占めていることとす

る。

⑤ リベロプレーヤーはチームの他の競技者とはっきりと区別できる対照的な色のユ

ニフォーム(少なくともジャージ(シャツ)だけは)を着用しなければならない。 (明

瞭に区別できる色・デザインであること。 )

(2)ゲームシャツ・パンツ

① ゲームシャツおよびパンツは色、デザインが統一されていること。

② ゲームシャツは半袖、長袖、ノースリーブが混在していてもよい。

(3) ソックス

① 色および長さが統一していること。

３．選手番号

( l)ユニフォーム(ゲームシャツ)には、選手番号がユニフォームとはっきりと区別

できる対照的な色で、明確に表示されていなければならない。

(2)選手番号は 6 人制においては１～ 20 番、 9 人制においては l ～ 18 番までとする。

ただし、やむを得ない場合は l ～ 99 番まで認める。

(3)選手番号のサイズは、次の通りとする。

高校生以上 小・中学生

高さ 字幅 高さ 字幅

①シャツ胸部・中央 15cm 以上 10cm 以上

②シャツ背部・中央 20cm 以上 15cm 以上

(4)ゲームパンツ前面下に、高さ 4 ～ 6cm、字幅 1cm 以上の選手番号を付けてもよいが、

全員がそろっていなければならない。

4. チームキャプテン

(l)チームキャプテンは、胸のナンバーの下に、長さ 8cm、幅 2cm のマークを、ゲームシ

ャツと異なった色で付けていなければならない。

5. チームネーム

( l)ゲームシャツの胸部もしくは背部に、 JVA-MRS に届け出たチームネームまたはそれ

を特定できる略称のいずれかを付けなければならない。サイズは規定しない。

また、チームのシンボルマーク(社章・校章・略号)も付けてもよい。

(2)ゲームシャツの袖に(袖が無い場合には背面襟下に)所属する都道府県名を付けてもよ

い。なお、都道府県名の大きさはチーム名よりも小さいこと。 (高さが低いこと)

2cm 以 上 2cm 以 上

６・９人制とも

Macintosh

Macintosh
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6. 選手名 ※小学生連盟では付けない

(l)ゲームシャツ背部の上部中央に、着用する選手の選手名または通称を表示してもよい。

(選手名の表示を認めていない種別を除く)

① 選手名を表示する場合、出場する選手全員が表示することら

② 選手名のサイズは、高さ 6 へ 8cm とする。

③ 文字は、アルファベット横書きにより表記するものとする。

④ 表記は直線状または、肩の曲線に合わせたゆるやかな曲線状とする。

7. マニュファクチャーロゴ

(1)ユニフォームには、 JVA が公認しているメーカーに限り、最大 5 × 4cm またほ 2O ㎠

のマニフアクチャーロゴをゲームシャツ・パンツにそれぞれ一箇所だけ付けることが

許される。 (ソックスは、左右各々の、内側と外側に付けてもよい)

8.スポンサーロゴ及びユニフォーム広告 ※小学生連盟では付けない

( l)ユニフォームにチームスポンサー名または商品名・商標・ロゴマーク及びユニフォ

ーム広告を付けることができる。ただし、別途定める「ユニフォーム広告に関する規

程」に従うこととする。

(2)試合会場(体育館等)の規程により、広告掲載料が発生した場合は、当該チームがそ

の実費を支払うものとする。

9. その他

(l)ユニフォームには、上記 3 ～ 8 以外のものの表示は認められない。

1 0. トレーニングウェア

(1)トレーニングウェアは全員が統一されていることが望ましい。

(2)トレーニングウェアにはチームネーム、選手名、選手番号を付けることができる。

(3)トレーニングウェアには最大 5 × 4cm または 20 ㎠のマニフアクチャーロゴを付け

ることができる。

(4)スポンサー広告については、上記 8 と同様な扱いとする。

1 1. アンダーウェア等について

( l) アンダーウェアはユニフォームの袖や裾、首等からはみ出してはならない。ただ

し、プレーの動作によってユニフォームの下から見えてしまうことは故意に見せるも

のでない限り制限されない。

(2) 医療を目的としたサポーター類は、プレー上危険がある場合や、プレーに有利に

働く場合を除いて、規制されない。

(3) 明らかに色が違う腰に帯状にまくサポーター、コルセット類はユニフォームの下

に着用しなければならない。

1 2. ペンチスタッフの服装

( l) ベンチスタッフはジャケットを着用するか、スタッフで統一された服装でなけれ

ばならない。

(2) 部長や監督がジャケットを着用し、その他のスタッフが統一された服装であれば

許可される。

(3) 統一された服装であっても、タンクトップのような形状のシャツ類、短パン、ハ

ーフパンツは許可されない。

(4) ペンチスタッフの着用する服装には最大 5 × 4cm または 20 ㎠のマニフアクチャー

ロゴを付けることができる。

(5)スポンサー広告については、上記 8 と同様な扱いとする。

以上

２０２３年１月更新
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混合チームの取り扱い確認事項

① 男子および女子で構成され、それぞれが１名以上含まれていること。
この要件が満たされていない場合は試合参加資格を失う。

② ユニフォームは同じチーム名で男女が異なるユニフォームを着用する。
もしくは男女同一ユニフォームとする。その際、男子・女子のいずれかに識別バンドを着用させる。
なお、識別バンドはチームで用意する。
ソックスの長さやマニュファクチャーロゴでの男女の判別は不可。
識別バンド及びソックスについて、ひと目で判別できるものを着用する。
トスの際に審判と記録員がそ該当者の全員着用の確認を審判が完了したらプロトコールを開始する。

③ エントリー用紙には、男子選手の名前を○で囲む。

④ 記録用紙にメンバーを記入する際は、男女の区別を付けるため、男子の背番号の左横にV点を
記入する（エントリー用紙の名前が○で囲まれている男子選手）。

⑤ 監督はラインアップシートを提出する際、男子選手の背番号の左横にV点を記入して副審もしくは
記録員に提出する。記録員はスターティングメンバーを記録用紙に記入する際、男子選手の背
番号の左横にV点を記入する。

⑥ 例外的にも選手交代ができずに試合中に負傷や病気により①の要件が満たせず、不完全なチー
ムとなる可能性が生じた場合は、以下のように取り扱う。
第１段階 ３分間の回復時間を与える
第２段階 ３分間を超えて回復の見込みがある場合は、審判が会場責任者および相手チー

ムの監督に了承を得た上で、会場責任者および審判が大会運営に支障の無い範
囲で回復時間の期限を設定し、選手の回復を待つ。

令和7年4月19日　
山口県小学生バレーボール連盟 

Macintosh
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 公益財団法人日本バレーボール協会 
〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷1-30-8 ダヴィンチ千駄ヶ谷内 
www.jva.or.jp 

 
公益財団法人日本バレーボール協会 

業務執行理事・事務局⾧  村上 成司 
 
 

ウェア・シューズ・サポーター公認制度について 
 
 

平素より、バレーボールの普及・発展にご協力いただき、厚く御礼申し上げます。 
さて、JVA 主催大会競技要項（ユニフォーム規程）に基づき、2009 年よりご案内してまいりました標記「ウ

ェア・シューズ・サポーター公認制度」ですが、おかげさまで各大会において定着し、円滑に運用されており
ます。（シューズ、サポーターについては、ユニフォーム規程には含まれておりませんが、公認・推薦制度に基
づいて実施されるものとご理解ください。） 
2025 年度におきましても、引き続き、趣旨をご理解いただき下記の要領にてご協力くださいますようよろしく
お願い申し上げます。 

 
記 

 
(１) 大会エントリーの際に、チームより別紙「ユニフォーム・シューズ・サポーター確認書」もあわせて提出 

していただく。 
(２) 【ユニフォーム】公認企業以外のものを使用する場合は、各チームが予めロゴを露出させないように処理 

をする。 
(３) 【シューズ】公認企業以外のものを使用する場合は、各チームが予めそのラインの一部を隠すなどの処理 

をする。 
(４) 【サポーター】公認企業以外のものを使用する場合は、各チームが予めロゴを露出させないように処理を 

する。 
(５) ベンチに入るチーム役員についても同様の取扱いとする。 
(６) プロトコールからゲーム終了までの取扱いとするが、試合後の公式行事（表彰式や記者会見を開催する場

合）は含むものとする。 
(７) 対象は JVA 主催国内競技会（全国大会）とするが、都道府県予選会も可能な限りこれに準じるものとす

る。 
(８) 当日の著しい違反の防止のため、マスキングテープを用意し、実行委員⾧の判断のもとに処理をする。 
(９) V リーグ機構所属チームの JVA 主催国内競技会における適用は別途定める。 
(１０) ビーチバレーボール競技の各大会については、当面の間、暫定措置期間として公認企業以外の製品も 

処理なしで使用可能とする。 
以上 

 
【添付資料】 
１．「ウェア・シューズ・サポーター確認書」 
２．当年度公認企業ロゴ一覧 

都道府県協会・全国連盟 
競技委員⾧ 各位 
 
2025 年 2 月 24 日 
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ԼՖՆԒԠԲՔխ՞ԥ(ԨՖխԫӢ਄᭝ԅ㊐ᖳӈӎӾ՚ԕդ☞)ӡ㙷ఱԅ
⽀ඦӊәҽӽӱӌѶ

௄⾅਄᭝ৱ჋ӡՏԼՖՆԒԠԲՔխ՞ԥӡ㙷ఱӢ⓷止ӊәҽӽӱӌӡ
ӚѵӇↆ⼌ӡ╍ѵҽ㝁ҷҷӒӊӱӌѶ

௄⍤る཭ᵽ人日᧍Ձ՝խՍխ՜വਖ　௄⾅਄᭝՞ԥ一⻰҄2025Ꮻᐊ҅

ԓԨԴԠԪ

ԸԦդԹ
㯣DESCENTE/MOVESPORT㯤

ՐԫԿ

ԓԨԴԠԪ

ԸԦդԹ
㯣DESCENTE/MOVESPORT㯤

ՐԫԿ

ԙԪԙԪԢԕ
㯣ՃՖդՒ՜㯤

ՉԕդԫՇ՚դԫ
ԩՔՂդ

(ԲՔդՅԛդ㯤

ԪՎ՜ԸԔդԡ
ԩՔՂդ

ԺխՑ
㯣ԓդԱխԓխՏխ㯤

ԹդՍ
㯣եԔԠԹ՛խ㯤

ԓ՜Ջդ

ՆԒԕԷդ

ԓԨԴԠԪ

ԸԦդԹ
㯣DESCENTE/MOVESPORT㯤

ՐԫԿ

12(

ՆԒԕԷդ

ՆԒխԪԹ
Ն՞դԷԔԓ

㯣ALST㯤

ԓԠ՚Ց

Թ՝Ԫ

Ն՚ԪԤ100cc
㯣Ր՝ԡ՚㯤

Ս՜Թդ ՗ԻԕԷԴԺԪՎխԵ
Շ՚դԫԩՔՂդ
㯣ՏԠԱビԴԺ㯤
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